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より魅力ある天童市とするために　常任委員会行政視察特集

漕
ぎ
出
そ
う
　
叡
智
の
大
海
へ

てて 市議会だよりんどうんどう
市政をもっと身近に！わかりやすく！市政をもっと身近に！わかりやすく！



◀�

若
者
が
投
票
に
向
か
う
に
は

　
何
が
必
要
か

◀�

保
・
幼
・
小
・
中
切
れ
目
の

　
な
い
教
育
に
つ
い
て
の
説
明

▲新たに誕生した長崎スタジアム

より魅力ある天童市とするためにより魅力ある天童市とするために
～住みたい、住み続けたいまちを目指して～～住みたい、住み続けたいまちを目指して～

常任委員会行政視察常任委員会行政視察

総務教育常任委員会 委員長　佐藤孝一

○京都府亀岡市
・�オーガニック給食の取組みに
ついて

　５月１３日から１５日にかけて、総務教　５月１３日から１５日にかけて、総務教
育・環境福祉・経済建設の３常任委員会育・環境福祉・経済建設の３常任委員会
の行政視察を３日間の日程で実施しましの行政視察を３日間の日程で実施しまし
た。各委員会では、それぞれの担当分野た。各委員会では、それぞれの担当分野
での先進的な取組みを現地で調査・研究での先進的な取組みを現地で調査・研究
しました。しました。
　視察で学んだ内容は、誰もが安心して　視察で学んだ内容は、誰もが安心して
暮らしやすいまちづくりに役立てるた暮らしやすいまちづくりに役立てるた
め、一般質問の場や、その他の市への提め、一般質問の場や、その他の市への提
言の機会などを活用して、提案を行って言の機会などを活用して、提案を行って
いきます。いきます。

■環境問題から食の安全へ
　「環境先進都市」を目指し有
機農業を推進。担い手確保や農
業の高付加価値化を図り、２０２３
年にオーガニックビレッジを宣
言。小中学校・保育所の給食で
有機米や野菜の提供を順次拡大
している。農業スクールの開
校、独自の認証制度、農機の
シェアや補助金で生産者を支援
し、地産地消を進める。今後の
課題として安定供給の確保が挙
げられる。

■はじめの一歩はじめての一票
　若者の投票率低下に対し、原
因を分析。ＳＮＳ映えする投票
済証や学生の選挙事務雇用で関
心を高め、市外学生にはマイナ
ポータル活用、高校での模擬投
票で心理的抵抗を軽減する取組
みをしている。市民が参加する
推進協議会も設置し、投票参加
を促している。

○京都府福知山市
・�若者を中心とした投票率向上
の取組みについて

特　集

○京都府舞鶴市
・�保幼小中接続カリキュラムに
ついて
・�小中一貫教育と小学校の教科
担任制について

■切れ目のない教育で健やかに育つ
　２０１６年に小中一貫教育を開始
し、保育園・幼稚園から小学校
への移行が円滑になった。小中
一貫教育では、施設分離型なが
ら中学校区ごとの交流を推進
し、入学前の不安軽減につな
がった。小学校高学年での教科
担任制導入は、学級の安定や多
様な子どもへの対応、教員の得
意分野活用に成果を上げている。
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◀�

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
役
割
と
は

◀�

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
内
で
の

説
明

◀�

介
護
認
定
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　
伺
い
ま
し
た

◀�

地
域
公
共
交
通
へ
の
支
出
状
況

　
の
グ
ラ
フ

経済建設常任委員会

環境福祉常任委員会

委員長　水戸芳美

委員長　三宅和広

■ＡＩが最適なルートを選定
　決められた運行ルートを設定
せず、最適なルートをＡＩが選
定し、同じ時間帯に同じ方向に
向かう利用者が乗り合わせる公
共交通を提供している。ドモス
の区域乗合型と似ているが、ド
モスと違って午前７時３０分から
午後６時３０分の間はいつでも利
用できる。

○埼玉県行田市
・�乗合型ＡＩオンデマンド交通
「うきしろ号」について

■脳の健康度チェック
　認知症を早期に発見し治療に
つなげるための取組み。６０歳と
６５歳以上の方を対象に実施して
いる。「脳の健康度チェック票」
を記入していただき、医師の問
診を受け、より詳しい検査が必
要な場合に２次医療機関につな
げている。

○埼玉県草加市
・�認知症検診について

■要介護認定をスピーディに
　国では要介護認定の申請から
決定までの期間を３０日以内にす
るよう求めている。全国的には
３０日を超えている自治体が多
く、ふじみ野市でも３０日を超え
ることが常態化していた。その
ため、調査票の作成時間を短縮
できるよう、タブレットを活用
したシステムを導入した。

〇埼玉県ふじみ野市
・�介護認定のデジタル化につい
て

■産業・創業支援
　人口約１０万人、世界初の海上
空港があり、人口が５０年連続し
て増え続けている市である。市
単独で産業支援センター（O
－ｂｉｚ）を開設し、中小企業
者及び個人事業者等の経営改
善、売り上げアップなど課題解
決に関する相談支援、創業支援
を無料で行っている。

〇長崎県大村市
・�産業支援センター事業につい
て

■公共住宅をＰＦＩ方式で運営
　人口約２．５万人、公営住宅の
集合住宅と戸建て住宅を民間の
資金を活用して整備するＰＦＩ
方式で運営している。ＰＦＩ方
式では、設計・建設・維持管理・
運営を一体的に扱うことにより
質の高い維持管理ができる。本
市では、まだＰＦＩ方式での実
績がないが検討の必要がある。

〇佐賀県みやき町
・�民間と連携した住宅支援事業
について

■サッカースタジアムでまちづくり
　㈱ジャパネットホールディン
グスが、民設民営でサッカース
タジアム、アリーナ、ホテルを
含め約１０００億円を投じ２０２４年１０
月１４日に開業し、Ｊ２、Ｖ・
ファーレン長崎のホームとなっ
た。雇用約１０００人、経済波及効
果約８６３億円／年。市でも連携
して、ハード・ソフト両面で支
援をしている。

〇長崎県長崎市
・�長崎スタジアムシティプロ
ジェクトについて
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６月定例会６月定例会
　令和７年度第２回市議会定例会（６月定例会）
は、６月９日から２０日までの１２日間の会期で開
かれました。
　初日の本会議では、市長提出の報告案件７件
の報告がありました。このほか、令和７年度一
般会計補正予算や条例議案等計９件が上程さ
れ、予算特別委員会及び所管常任委員会に付託
されて、審査を経て最終日の本会議で採決が行
われました。
　また、最終日の本会議に委員会提出議案１件
が上程され、採決が行われました。
（採決結果は１0ページに掲載してあります。）

　市政に対する一般質問は、６月１２日・１３日の２日間の日程で、９人の議員が行いました。
　公園の避難所としての機能強化や、相互交流協定締結都市との事業などについて、市長
や教育長等の見解を求めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

６／９（月） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

６／１２（木）
６／１３（金） 本会議（市政に対する一般質問）

６／１６（月） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

６／１８（水） 予算特別委員会
（付託案件の審査、討論、表決）

６／２０（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

質
問
者
と
質
問
事
項

インターネットで議会中継

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

市政に対する一般質問

【
横
山
　
愛 

議
員
】

�

「
子
ど
も
を
望
む
人
」
を
応
援

で
き
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

�

公
園
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割

に
つ
い
て

【
新
関
　
知
己 

議
員
】

�

将
来
を
見
据
え
た
市
消
防
団
の

組
織
に
つ
い
て

�

小
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

【
駒
延
　
法
子 

議
員
】

�

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
強
化

に
つ
い
て

�

天
童
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
見
直
し
に
つ
い
て

�

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

【
滝
口
　
茂
之 

議
員
】

�
人
口
減
少
時
代
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て

�

市
立
公
民
館
の
整
備
に
つ
い
て

清
風

清
新
会

【
水
戸
　
芳
美 

議
員
】

�

職
員
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
将

棋
の
形
に
し
て
は
ど
う
か

�

大
雨
の
時
の
対
応
に
つ
い
て

【
鈴
木
　
照
一 

議
員
】

�

天
童
高
原
の
さ
ら
な
る
魅
力
向

上
の
た
め
に

�

小
中
学
校
の
安
全
対
策

【
三
宅
　
和
広 

議
員
】

�

相
互
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い

る
自
治
体
と
の
交
流
に
つ
い
て

�

市
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
就

業
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

【
野
口
　
さ
つ
き 

議
員
】

�

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組
み
に

つ
い
て

【
伊
藤
　
和
子 

議
員
】

�

高
齢
者
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

て
ん
ど
う
創
生
の
会

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員
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「
子
ど
も
が
欲
し
い
」
と
い

「
子
ど
も
が
欲
し
い
」
と
い

う
思
い
に
応
え
る
支
援
を

う
思
い
に
応
え
る
支
援
を

Q
10
人
に
１
人
が
不
妊
治
療
に
よ
り
生
ま
れ
た

子
ど
も
で
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
不
妊
治
療
に
対
す
る

助
成
の
拡
充
を
進
め
て
ほ
し
い
。

A
不
妊
治
療
は
保
険
適
用
と
な
り
自
己
負
担
は

費
用
の
３
割
と
な
っ
た
が
、
治
療
内
容
や
受
診

回
数
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担
の
費
用
が
大
き

く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ

い
て
い
る
。
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
効
果
的
な

助
成
に
な
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

Q
日
本
は
性
や
妊
娠
な
ど
に
関
す
る
正
し
い
知

識
（
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
）
を
知
る
機

会
が
少
な
く
、
こ
う
い
っ
た
教
育
が
遅
れ
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A
現
在
、
二
十
歳
を
祝
う
会
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
出
前
講
座
に
若
い

世
代
の
健
康
管
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
た
。
今

後
は
、
企
業
、
学
校
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
職
員
が
出
向
く
な
ど
し
て
周
知
を
進
め
て

い
き
た
い
。

駒こ
ま

延の
べ　

法の
り

子こ

議
員

Q
消
防
団
員
数
は
、総
務
省
消
防
庁
の
調
査
で
、

全
国
的
に
毎
年
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

本
市
で
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
と
考
え
る
。
社
会

環
境
の
変
化
を
受
け
て
退
団
者
数
が
入
団
者
数

を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
現
在
の
団
員
数
は

９
０
６
人
で
条
例
で
定
め
る
定
数
の
１
０
６
３

人
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５２

年
ぶ
り
に
条
例
定
数
の
削
減
を
行
う
べ
き
で
な

い
か
。
定
数
の
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
消
防
団
員
の
定
数
の
算
出
方
法
は
、「
消
防

力
の
整
備
指
針
」
の
規
定
に
よ
り
、
消
防
ポ
ン

プ
数
や
災
害
出
動
等
で
必
要
と
さ
れ
る
人
数
か

ら
算
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
本
市
の

定
数
を
決
定
し
て
い
る
。

Q
近
年
、
こ
の
指
針
か
ら
消
防
団
員
数
の
基
準

が
削
除
さ
れ
、「
総
数
は
、
当
該
業
務
を
円
滑

に
遂
行
す
る
た
め
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

必
要
な
数
と
す
る
」
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
条

例
定
数
の
改
正
を
行
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

A
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
で
団
員
数
は
年
々

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
の
実
情
や

将
来
を
見
据
え
た
上
で
、
団
員
の
条
例
定
数
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

将
来
を
見
据
え
た
市
消
防

将
来
を
見
据
え
た
市
消
防

団
の
条
例
定
数
の
削
減
は

団
の
条
例
定
数
の
削
減
は

児
童
虐
待
防
止
活
動
の

児
童
虐
待
防
止
活
動
の

強
化
を

強
化
を

Q
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発

達
と
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
深
刻

な
問
題
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
と
ら
え
る
。

　
児
童
虐
待
の
予
防
対
策
と
し
て
、
生
後
４
カ

月
の
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
が
重
要
な
も
の

と
考
え
る
。
乳
児
が
い
る
全
て
の
家
庭
を
保
健

師
な
ど
の
資
格
を
持
つ
職
員
が
訪
問
し
、
子
育

て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
養
育
環
境
の

把
握
を
行
い
、子
ど
も
を
持
つ
市
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
虐
待
の
未
然
防

止
に
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

A
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
は
、
児
童
虐
待
の
予
防

を
目
的
と
し
て
い
る
事
業
で
は
な
く
、
安
心
し

て
子
育
て
を
す
る
た
め
の
支
援
事
業
で
あ
る
。

訪
問
の
際
は
、
母
親
の
メ
ン
タ
ル
面
の
確
認
や

家
族
か
ら
の
支
援
の
状
況
、
室
内
の
状
況
、
こ

う
い
っ
た
も
の
全
て
の
状
況
を
含
め
て
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
い
、
心
配
な
様
子
が
あ
れ
ば
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
中
で
情
報
を
共
有
し

て
、
そ
の
後
の
家
庭
支
援
な
ど
に
役
立
て
て
い

る
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

横よ
こ

山や
ま　

　
愛あ
い

議
員

新に
い

関ぜ
き　

知と
も

己み

議
員

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問６月定例会　一般質問６月定例会　一般質問
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公
民
館
を
安
全
・
安
心
で

公
民
館
を
安
全
・
安
心
で

高
齢
者
に
優
し
い
施
設
に

高
齢
者
に
優
し
い
施
設
に

Q
公
民
館
で
は
い
ま
だ
に
和
式
便
器
の
と
こ
ろ

も
あ
り
、
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
苦
痛
で
あ

る
。
ま
た
、
洋
式
便
器
も
洗
浄
式
便
座
ト
イ
レ

が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
更
新
が
必
要
と
考
え

る
。
公
民
館
に
出
向
く
こ
と
は
高
齢
者
に
と
っ

て
も
生
き
が
い
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
観

点
か
ら
も
至
急
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
高
齢
者
の
公
民
館
利
用
の
促
進
や
利
便
性
の

向
上
を
図
る
上
で
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
洗

浄
機
能
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
計
画
的
に
更
新
を
行
っ
て
い
く
。

Q
熱
中
症
で
体
調
を
崩
す
方
が
増
え
て
い
る
。

熱
中
症
予
防
の
観
点
か
ら
も
公
民
館
に
自
動
販

売
機
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
以
前
設
置
し
て
い
た
が
、
採
算
性
の
面
か
ら

撤
去
に
至
っ
た
経
緯
も
あ
る
。
近
年
の
気
象
状

況
か
ら
、
設
置
を
希
望
す
る
公
民
館
が
あ
れ

ば
、
許
可
手
続
き
を
検
討
す
る
。

Q
長
岡
公
民
館
で
は
過
去
の
不
審
者
侵
入
事
案

や
備
品
管
理
の
観
点
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
設
置
の
考
え
は
。

A
地
域
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
必
要

な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

鈴す
ず

木き　
照
し
ょ
う

一い
ち

議
員

Q
昨
年
７
月
の
豪
雨
で
、
救
助
に
向
か
お
う
と

し
た
警
察
官
２
人
が
殉
職
さ
れ
た
。
も
し
救
命

胴
衣
を
着
用
し
て
い
た
ら
助
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

　
本
市
は
、
最
上
川
に
合
流
す
る
河
川
が
、
乱

川
・
押
切
川
・
倉
津
川
・
立
谷
川
と
幾
つ
も
あ

り
、
東
か
ら
西
に
ど
の
分
団
の
区
域
に
も
川
が

流
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
洪
水
時
に
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
。
実
際
に
、
各
河
川
の
氾
濫
水
位

越
え
や
、
水
防
団
待
機
水
位
越
え
が
発
生
し
て

お
り
、消
防
団
は
、非
常
に
危
険
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
消
防
団
全
員
に
救
命
胴
衣
を
配
備
す

る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

A
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
計
画
的
に
導
入

を
進
め
て
い
く
。

救
命
胴
衣
を
消
防
団
全
員

救
命
胴
衣
を
消
防
団
全
員

【
１
０
０
％
】
配
備
必
要

【
１
０
０
％
】
配
備
必
要

小
中
学
校
の
安
全
対
策

小
中
学
校
の
安
全
対
策

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
複
数
台
配
置
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
複
数
台
配
置
へ

Q
学
校
に
お
け
る
安
全
対
策
の
う
ち
、
事
故
等

の
緊
急
対
応
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
心
肺
蘇
生
な
ど
に
効
果
が
期
待
で
き
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
１
台
設
置

し
て
あ
る
が
、
学
校
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
複
数
台
設
置
し
、
緊
急
時
の
対
応
に
十
分

な
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
、
夜
間
や

休
日
の
利
用
者
が
緊
急
時
に
使
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
現
在
各
小
中
学
校
に
１
台
、
体

育
館
入
口
付
近
等
の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に

設
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ー
ル
で
活
動
す
る

場
合
な
ど
は
、
状
況
に
応
じ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
移
動

す
る
な
ど
、
教
育
活
動
中
の
緊
急
事
態
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
各
校
で
体
制
を
整
え
て

い
る
。
さ
ら
に
各
校
で
は
、
教
職
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
に
つ
い
て
毎
年
講
習
を
受
講
し
て
お

り
、
教
職
員
一
人
一
人
が
緊
急
時
に
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
よ
り
確
実
な
緊
急
体
制
の
向
上
を
図

る
た
め
、
各
校
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
増
設
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ

滝た
き

口ぐ
ち　

茂し
げ

之ゆ
き

議
員

水み

戸と　
芳よ
し

美み

議
員

６月定例会　一般質問６月定例会　一般質問
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「
カ
ス
ハ
ラ
」
か
ら

「
カ
ス
ハ
ラ
」
か
ら

働
く
人
を
守
る
！

働
く
人
を
守
る
！

Q
労
働
施
策
総
合
推
進
法
が
改
正
さ
れ
た
。 

今
回
の
改
正
で
は
、
多
様
な
労
働
者
が
活
躍
で

き
る
就
業
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
事
業
主

に
対
し
て
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
の
た
め
の
雇
用
管
理
上
の
措
置
義
務
を
課
す

こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ス
ハ
ラ
に
よ
り
市
職
員
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

対
策
基
本
方
針
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
急
に

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
本
市
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
は
、
現

在
、
暴
力
的
不
当
要
求
行
為
に
対
す
る
職
員
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
定
す
る
な
ど
、
職
員
の
円
滑
な
職
務
の
執
行

と
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
一
事
業
所
と
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

Q
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
他
に
も
、
録
音
機
能
が

あ
る
電
話
機
に
換
え
た
り
、
カ
ス
ハ
ラ
撲
滅
宣

言
を
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
そ
う
し
た
取
組
み

も
必
要
で
は
な
い
か
。

A
防
犯
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
物
的
な
も
の
が
職
員

を
守
る
一
つ
の
手
助
け
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
う
し
た
整
備
も
進
め
て
い
き
た
い
。

伊い

藤と
う　

和か
ず

子こ

議
員

Q
高
血
圧
は
日
本
の
代
表
的
な
生
活
習
慣
病
で
、

主
な
原
因
と
し
て
食
塩
の
取
り
過
ぎ
と
、
野
菜

不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
予
防
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
指
標
と
し
て
「
ナ
ト
カ
リ
比
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
食
事
の
ナ
ト
カ
リ
バ
ラ
ン
ス
は
、

尿
の
ナ
ト
カ
リ
比
を
測
る
簡
単
な
検
査
で
分
か

る
。
ナ
ト
カ
リ
比
を
低
く
す
る
こ
と
が
、
高
血

圧
や
循
環
器
の
病
気
予
防
に
有
効
だ
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ナ
ト
カ
リ
マ
ッ
プ
」
を

同
時
に
活
用
す
る
こ
と
で
無
理
な
く
食
生
活
の

見
直
し
・
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
市
の

検
診
で
の
ナ
ト
カ
リ
比
検
査
と
ナ
ト
カ
リ
マ
ッ

プ
活
用
の
周
知
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
高

血
圧
改
善
に
つ
な
が
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

も
の
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
ナ
ト
カ
リ
比
は
、
大
学
等
で
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
市
の
検
診
と
し
て
実

施
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も
注
視
し
て
い

く
。
ま
た
、
ナ
ト
カ
リ
マ
ッ
プ
も
活
用
の
予
定

は
な
い
が
、
県
が
展
開
す
る
減
塩
・
ベ
ジ
ア
ッ

プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
、
減
塩
と
野
菜
摂

取
量
の
増
加
に
つ
い
て
呼
び
か
け
て
い
く
。

ナ
ト
カ
リ
比
検
査
で

ナ
ト
カ
リ
比
検
査
で

高
血
圧
改
善
へ

高
血
圧
改
善
へ

高
齢
者
の

高
齢
者
の

社
会
参
加
の
た
め
に

社
会
参
加
の
た
め
に

Q
国
は
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
認
知
症
の
危
険

因
子
に
難
聴
を
加
え
、
聞
こ
え
づ
ら
さ
の
早
期

発
見
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
本
市
の
難
聴
者
の

現
状
把
握
の
状
況
と
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

A
国
の
調
査
で
は
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
半
数

以
上
が
軽
度
難
聴
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
も
多
く
の
高
齢
者
が
聞
こ
え
に
く
い
状

態
と
考
え
ら
れ
る
。
今
年
９
月
頃
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

相
談
会
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
予
定
。

Q
老
人
ク
ラ
ブ
は
役
員
の
な
り
手
不
足
に
苦
慮

し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数
と
も
に
減
少

し
て
い
る
。
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
社

会
参
加
の
機
会
の
充
実
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

支
援
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
支
援
の
現
状
と
今

後
の
支
援
策
は
。

A
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
育
成
費
補
助
金
を

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
交

付
し
て
い
る
ほ
か
、
趣
味
の
園
芸
活
動
に
も
別

途
助
成
し
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
か

ら
の
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
支
援
内
容

の
充
実
に
努
め
た
い
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

三み

宅や
け　

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

６月定例会　一般質問６月定例会　一般質問
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▶�

現
在
の
西
町
分
館

▲�緊急時に必要な電力を供給する
　ポータブル電源用ソーラーパネル

▲�避難所での生活をサポートする
　折り畳み式簡易ベッド

令和７年度 補正予算

一般会計　４億８５５０万円等を可決【６月補正】

高擶地区の西町分館の改築に助成
を行う。補助額はコミュニティ助Ａ

成事業費補助金２０００万円と公民館整備費
補助金１３００万円の計３３００万円。

快適で愛される
地域活動の場に

今まで田麦野地区等の積雪量が多
い地域を検針する場合は、積雪のＡ

影響で水道メーターを確認できないた
め、推定検針を行い、春になってから差
額を精算していた。今回、スマートメー
ターを導入することで、積雪の影響に関
わらず、自動検針できるメリットがあ
る。今年度は市内１００カ所で試験的に導
入し、今後は山間地を中心に導入してい
きたいと考えている。

水道メーターのＤＸ化

　６月の定例会において補正予算が提出されました。補正予算は予算特別委員会
での審査後の本会議で、原案のとおり可決されました。審査で交わされた質疑の
主な内容についてお知らせします。

各市立公民館にワンタッチパー
テーション（間仕切りテント）とＡ

折り畳み式簡易ベッドそれぞれ３０台を導
入する。

全ての市立公民館に自動ラップ式
トイレ３台とポータブル電源用Ａ

ソーラーパネル１台をそれぞれ導入す
る。また、当初予算で天童南部、成生、
高擶、田麦野公民館に設置予定だった防
災倉庫と発電機を全ての市立公民館に拡
大して設置する。

地域の防災力をレベルアップ

防災対策に要する経費の消耗品費
で購入する物品は何か。Q 施設用備品購入費で実施する事業

の内容は。Q

水道事業会計出資金で導入するス
マートメーターの内容と今後の方
向性は。

Q
公民館整備事業の対象と補助額は。Q

8令和７年８月15日発行令和７年８月15日発行



議会のうごき議会のうごき（５月１日～７月３1日）
■５月
　７日　�県及び市町村長・議長会議（議長、事務局長

／山形市）
　８日　�全国自治体病院経営都市議会協議会定期総

会（議長、事務局長／東京都）
　１３日～�１５日　総務教育常任委員会行政視察（京都府

福知山市・舞鶴市・亀岡市）
　　　　�環境福祉常任委員会行政視察（埼玉県ふじみ

野市・草加市・行田市）
　　　　�経済建設常任委員会行政視察（長崎県大村

市・長崎市・佐賀県みやき町）
　１６日　福島県相馬市議会視察来童
　１９日　�全国温泉所在都市議会議長協議会総会（議

長、事務局長／東京都）
　２０日　�全国市議会議長会総会（議長、事務局長／東

京都）
　２２日　市長要請全員協議会
　２３日　宮城県大崎市議会視察来童
■６月
　２日　議会運営委員会
　　　　市長要請各派代表者会
　　　　各派代表者会
　３日　サクランボトップセールス（議長／東京都）
　９日～２０日　第２回市議会定例会　
　９日　全員協議会
　　　　広報委員会
　１３日　�経済建設常任委員会所管事務調査（さくらん

ぼの作柄状況について）
　１６日　�市長要請総務教育常任委員会（第八次天童市

総合計画策定に係る「まちづくり市民アン
ケート調査」の結果（速報版）について、児童
生徒数に係る推計及び今後の対応について）

　１７日　�市長要請経済建設常任委員会（温泉施設等に
係る下水道使用料の賦課漏れに関する経過
報告について）

　　　　�経済建設常任委員会所管事務調査（天童市将

棋資料館及び天童市健康増進施設Ｒｅ Ｐｌ
ａｙ！ＴＥＮＤＯの現状について）

　２０日　広報委員会
　２５日　山梨県甲府市議会視察来童
　２６日　県への重要事業要望（議長、事務局長／県庁）
　２７日　�環境福祉常任委員会視察（山形県リハビリセ

ンター）
　　　　岩手県九戸村議会視察来童
■７月
　１日　愛媛県西条市議会視察来童
　２日　�総務教育常任委員会所管事務調査（岩手県大

船渡市の林野火災による緊急消防援助活動に
ついて、市消防本部における資機材、設備等
の今後の整備について）

　４日　議会運営委員会
　８日　全員協議会
　　　　各派代表者会
　１０日　蔵増小学校議場見学
　１１日　長岡小学校議場見学
　１２日　議会報告・意見交換会
　１5日　広報委員会
　１７日　�市長要請総務教育常任委員会（第八次天童市

総合計画基本構想（案）について、固定資産税
の課税誤りについて）

　１８日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議会
運営委員会

　２２日～�２４日　会派清新会先進地視察（北海道恵庭市・
仁木町・千歳市）

　２４日　岩手県奥州市議会視察来童
　２８日　市内中学生との意見交換会
　　　　広報委員会
　　　　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議員

全員協議会、全員協議会、定例会
　３０日　�市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病院

の経営状況について）

　全国市議会議長会評議
員として、会務に精励さ
れたことに対し、感謝状
が贈られました。

議会のひとコマ
遠藤敬知議長に
感謝状

県縦断駅伝 天童・東村山チームを応援！県縦断駅伝 天童・東村山チームを応援！
　４月２７日～２９日にかけて開催された第６９回山形県縦断駅伝競
走大会において、天童・東村山チームが総合３位入賞となりました。
　市議会では、毎年２日目の尾花沢から天童までの区間におい
て、現地での応援を行っています。今年も横断幕やのぼり旗を
掲げて選手たちに熱い声援を送りました。
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▲�火災への対応力向上が期待される

第１回臨時会（４月２２日） 〈市長提出議案〉

第２回定例会（６月９日～６月２０日） 〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
令和６年度天童市一般会計補正
予算（第９号）の専決処分の承
認を求めることについて

承　認
（全会一致）

報第２号
物損事故に係る損害賠償の額の
決定についての専決処分の報告
について

報　告

議第１号 天童市市税条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

提出された議案とその結果
　令和７年度第１回臨時会、第２回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第３号 令和６年度天童市一般会計予算
繰越明許費の報告について 報　告

報第４号
令和６年度天童市工業団地整備
事業特別会計予算繰越明許費の
報告について

報　告

報第５号 令和６年度天童市水道事業会計
予算繰越しの報告について 報　告

報第６号 天童市土地開発公社の経営状況
及び事業計画の報告について 報　告

報第７号
公益財団法人天童市文化・ス
ポーツ振興事業団の経営状況及
び事業計画の報告について

報　告

報第８号
株式会社スポーツクラブ天童の
経営状況及び事業計画の報告に
ついて

報　告

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第９号 令和６年度天童市情報公開条例
の運用状況の報告について 報　告

議第２号 令和７年度天童市一般会計補正
予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３号 令和７年度天童市介護保険特別
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第４号 令和７年度天童市水道事業会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第５号
天童市議会議員及び天童市長の
選挙における選挙運動に要する
費用の公費負担に関する条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第６号 天童市特別職に属する者の給与に
関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第７号 高規格救急自動車の取得につい
て

原案可決
（全会一致）

議第８号 水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）
の取得について

原案可決
（全会一致）

議第９号 小型動力ポンプ付積載車の取得
について

原案可決
（全会一致）

議第１０号 生活保護システムの中途解約に係
る損害賠償の額の決定について

原案可決
（全会一致）

≪委員会提出議案≫
議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第１号

多様な人材の地方議会への参画促
進を求める意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

　６月定例会では、議案６件について常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日２０日の本会議では、委員長が審査状況について次のとおり報告しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

総
務
教
育

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新

消
防
課
長　
現
在
の
車
両
は
、
運
用
開

始
か
ら
１７
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
エ
ン
ジ
ン
性
能
及
び
資
機
材
等
の

機
能
劣
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最

新
鋭
の
装
備
と
資
機
材
を
備
え
た
車
両

に
更
新
す
る
こ
と
で
、
多
種
多
様
化
す

る
災
害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
消
防
力
の
向
上
を
図
る
も
の
。

新
車
両
は
、
水
槽
の
貯
水
量
が
現
在
の

２
０
０
０
㍑
か
ら
３
０
０
０
㍑
に
増
加
す

る
と
と
も
に
、
放
水
銃
の
能
力
も
こ
れ
に

合
わ
せ
て
向
上
し
て
い
る
。

Q
新
し
い
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

に
は
、
水
と
薬
剤
を
混
合
し
高
圧
を
か
け

て
泡
状
で
放
射
す
る
装
置
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｓ（
キ
ャ
フ
ス
）は
搭
載
さ
れ
な
い
の
か
。

A
現
在
の
車
両
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｓ
に
つ
い

て
は
、
以
前
か

ら
有
用
性
に
課

題
が
あ
る
と
捉

え
て
い
た
の
で
、

今
回
の
更
新
に

当
た
っ
て
は
、

搭
載
し
な
い
判

断
と
し
た
。
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▲�サクランボの作柄状況について説明を
受ける

▲�大船渡市の林野火災で活躍した水槽車

▲�障がいのある方の就労の場を拝見
　しました

火
災
出
動
の
実
情
や
消
防
資
機
材
、

火
災
出
動
の
実
情
や
消
防
資
機
材
、

設
備
等
の
整
備
状
況
を
調
査

設
備
等
の
整
備
状
況
を
調
査

委
員

会活動

委
員

会活動
総
務
教
育
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
７
月
２
日
、
市
消
防
本
部
で
、
総
務
教
育
常
任

委
員
会
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
近
年
頻
発
す
る
山
火
事
へ

の
対
応
を
念
頭
に
、
①
岩
手
県
大
船
渡
市
の
林
野

火
災
に
よ
る
緊
急
消
防
援
助
活
動
に
つ
い
て
、
②

市
消
防
本
部
に
お
け
る
資
機
材
、
設
備
等
の
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
、
を
テ
ー
マ
と
し
て
消
防
本
部

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
緊
急
消
防
援
助
活
動
に
従
事
し
た
職
員
か
ら
、

当
時
の
緊
迫
し
た
現
場
の
状
況
や
消
火
活
動
の
展

開
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
実
体
験
に
基
づ
く
生
の

声
を
聴
き
、
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
に
つ
い
て

改
め
て
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
消
防
資
機
材
、
設
備
等
の
今
後
の
整
備
予
定
に

関
し
て
は
、
救
急
車
の
台
数
と
運
用
す
る
人
員
の

体
制
や
、
消
防
業
務
の
広
域
連
携
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
の
後
、
実

際
の
消
防
車
両
や

設
備
、
資
機
材
な

ど
を
見
学
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ

と
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
も
い
き
い
き
と

障
が
い
の
あ
る
方
も
い
き
い
き
と

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
を

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
を
委
員

会活動

委
員

会活動
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

　
６
月
27
日
、
県
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
環
境

福
祉
常
任
委
員
会
が
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
の
職
員
の
方
か
ら
、
施
設
の
概
要
や
事
業

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
施
設
内
の
見

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
就
労
や

生
産
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
知
識
や
技
術
の
向

上
を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
方
が
食
品
製
造
や
紙
器
加
工
な
ど
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
様
子
を
見
学
し
、
天
童
市
役
所
の
売

店
で
も
販
売
し
て
い
る
備
蓄
用
缶
入
り
パ
ン
「
安

心
、
缶
」
や
、
大
豆
飲
料
「
優
豆
生
」
を
試
食
・

試
飲
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労

の
場
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
み
や
課
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
障
が
い

の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

生
産
量
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

生
産
量
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

サ
ク
ラ
ン
ボ
園
地
を
視
察

サ
ク
ラ
ン
ボ
園
地
を
視
察

委
員

会活動

委
員

会活動
経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
６
月
１３
日
、
市
内
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
園
地
で
、
経

済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
候
不
順
な
ど
に
よ
り
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収

量
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
収
穫
を
控
え
た
農
繁

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
園
地

の
状
況
を
見
て
、
生
産
者
の
声
を
伺
い
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
園
地
で
は
、
開
花
期
に
受
粉
作
業
を
行

い
、
霜
対
策
を
実
施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結

実
し
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
少
な
い
様
子
が
は
っ
き
り

と
分
か
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
品
種
に
よ
っ
て

作
柄
状
況
の
バ
ラ
つ
き
は
あ
り
ま
す
か
」
と
の
質

問
に
、
生
産
者
の
方
は
「
特
に
主
力
品
種
の
佐
藤

錦
の
作
柄
状
況
が
非
常
に
悪
い
」
な
ど
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
１７
日
に
は
、
市
将
棋
資
料
館

と
市
健
康
増
進
施
設
Ｒ

リ

ｅ　
Ｐプ

レ

イ

ｌ
ａ
ｙ
！　

Ｔテ

ン

ド

ウ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
の
調
査
を
実
施
し
、
建
物
の
状
態
や

利
用
状
況
な
ど
に

つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

　
当
委
員
会
で
は
、

市
民
憲
章
に
掲
げ

る
「
豊
か
な
ま
ち
」

づ
く
り
の
た
め
に

引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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▲�（写真左から）鴫原さん、後藤紅愛さん、後藤
茉子さん、岡崎さん、夏らしいいきいきとした
作品を提供いただき、ありがとうございます。

旬旬のトピックス

【広報委員会】委員長　鈴木 照一　　副委員長　佐藤 孝一　　委員　野口さつき・滝口 茂之・駒延 法子・半田 大介

暮らしと市議会の関係は？暮らしと市議会の関係は？
蔵増小・長岡小が議会を訪問蔵増小・長岡小が議会を訪問

　

７
月

　

７
月
１０１０
日
に
蔵
増
小
６

日
に
蔵
増
小
６

年
生
が
、

年
生
が
、
１１１１
日
に
長
岡
小

日
に
長
岡
小

６
年
生
が
社
会
科
見
学
で

６
年
生
が
社
会
科
見
学
で

市
議
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

市
議
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
と
市
議
会
の

　

市
民
生
活
と
市
議
会
の

関
係
に
つ
い
て
、
説
明
を

関
係
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
で
は

受
け
た
後
、
質
疑
で
は

「
子
育
て
関
連
の
予
算
額

「
子
育
て
関
連
の
予
算
額

は
」「
議
会
の
最
も
重
要

は
」「
議
会
の
最
も
重
要

な
仕
事
は
」
な
ど
の
質
問

な
仕
事
は
」
な
ど
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
場
の
見
学
で
は
、
一

　

議
場
の
見
学
で
は
、
一

番
高
い
場
所
に
あ
る
議
長

番
高
い
場
所
に
あ
る
議
長

席
が
特
に
人
気
で
、
児
童

席
が
特
に
人
気
で
、
児
童

は
代
わ
る
代
わ
る
座
っ

は
代
わ
る
代
わ
る
座
っ

て
、
議
長
に
な
っ
た
気
分

て
、
議
長
に
な
っ
た
気
分

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
と
議
会
の

暮
ら
し
と
議
会
の

��

関
係
を
学
び
ま
し
た

関
係
を
学
び
ま
し
た

９月定例会の
日程
8／29 金 本会議（初日）�
３０ 土
31 日
9／1 月
2 火 本会議（一般質問）�
3 水 本会議（一般質問）�
4 木 常任委員会
5 金 常任委員会
6 土
７ 日
８ 月 決算特別委員会
９ 火 決算特別委員会
１０ 水 決算特別委員会
１１ 木 決算特別委員会
１２ 金 予算特別委員会
１３ 土
１４ 日
１５ 月 敬老の日
１６ 火
１７ 水
１８ 木 本会議�
１９ 金
２０ 土
２１ 日
２２ 月 本会議�
２３ 火 秋分の日
２４ 水
２５ 木
２６ 金
27 土
２８ 日
２９ 月 本会議（最終日）�

中継あり

※‌�請願の締め切りは8月21日（木）正午の
予定です。
※‌�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

▶▶
蔵
増
小
の
皆
さ
ん

蔵
増
小
の
皆
さ
ん

▶▶
長
岡
小
１
組
の
皆
さ
ん

長
岡
小
１
組
の
皆
さ
ん

▶▶
長
岡
小
２
組
の
皆
さ
ん

長
岡
小
２
組
の
皆
さ
ん

今回今回のの表紙表紙（題字・（題字・イラストイラスト）） 作者紹介作者紹介

【イラスト】後
ご

藤
とう

　紅
くれ あ

愛さん、後
ご

藤
とう

　茉
ま

子
こ

さん、
　　　　岡

おか

崎
ざき

　百
もも か

花さん（四中３年）
Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

３人での合作となりましたが、８月をイメージするために３人が
各々想像する海を描きました。一人一人の個性豊かな海が生まれ
ました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
幅広い世代と関わるイベントを増やしてほしいです。

【題字】鴫
しぎ

原
はら

　わこさん（四中３年）
Ｑ
Ａ 文字のバランスを整えるところを工夫しました。「議」という
文字は、大きすぎると全体のバランスが良くならないので、丁
度良い大きさにするところを心がけました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
天童市には、魅力がたくさんあるので、「天童市っていいな」
「住みたいな」と思ってもらえるようなまちにしてほしいです。

Ｑ
Ａ
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